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令和５年度第１回赤平市総合教育会議議事録 

▼日時：令和５年１２月２７日（水）午後４時００分〜午後４時３０分 

▼会場：赤平市役所庁議室 

▼出席者 

 （構成員） 

市  長   畠 山   渉 

教育委員   髙 澤   司 

教育委員   山 本 由美子 

教育委員   瓜   郁 夫 

教育委員   坪 谷 嗣 香 

教 育 長   高 橋 雅 明 

（事務局） 

総務課長   林   伸 樹 

庶務担当主幹 櫻 庭 敏 夫 

（企画課） 

企画課長   成 田 博 之 

（教育委員会） 

学校教育課長 尾 堂 裕 之 

社会教育課長 梶   哲 也 

▼内容 

○ 総務課長 

  本日は、お忙しいところお集まりいただき誠にありがとうございます。 

  只今から、令和５年度第１回赤平市総合教育会議を開催させていただきます。 

  次第にのっとりまして、市長よりご挨拶を申し上げます。 

 

１ 市長挨拶 

   本日は、年末の何かとご多用のところ、前段に行われました教育委員会に引き 

  続き、総合教育会議にご出席をいただき、誠にありがとうございます。 

 

   教育長をはじめ、各教育委員の皆様におかれましては、新制度に基づいた適切 

  な運営により、本市の教育行政に対し深いご理解とご協力を頂いておりますこと 

  に心から敬意と感謝を申し上げる次第でございます。 

 

   さて、昨年度の総合教育会議では、令和５年度に実施予定の教育関係の主要 

  事業、そして赤平市しごと・ひと・まち創生総合戦略等の７事業と、そのほかの 

  教育関係事業といたしまして１事業をご協議いただき、新型コロナウイルス 

  感染症の影響により実施が難しい部分もございましたが、それぞれに計画に 

  基づき取り組んできたところでございます。 
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  本日の議題でございますが、「令和６年度実施予定の総合計画と総合戦略及び 

 教育関係の主要事業について」、そして「令和６年度教育行政施策について」の２点 

 について、ご協議いただきたいと思います。 

 

  財政状況が厳しいところではございますけれども、大綱に掲げました基本方針を 

 実現するためにも、皆様からの忌憚のないご意見をいただければと思います。 

 

  最後になりますが、教育行政の推進に対し、今後とも皆様のお力添えを頂きます 

 ようお願い申し上げまして、総合教育会議の開催にあたり、一言、冒頭のご挨拶と 

 させていただきます。本日は、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

○ 総務課長 

   ありがとうございました。 

   それでは、早速会議次第によりまして議事に入りたいと思います。議事の進行

につきましては、赤平市総合教育会議の運営に関する要綱 第４条第１項の規定

により、市長が議長となり、進めさせていただきます。 

市長、よろしくお願いいたします。 

 

２ 議題 

 ⑴ 令和６年度実施予定の総合計画（総合戦略）及び主要（投資的）事業について 

○ 市長 

   それでは、早速、議題に入りたいと思います。 

議題の 1点目、令和６年度実施予定の総合計画（総合戦略）及び主要（投資的）

事業について、でございます。 

学校教育課長の方から説明をお願いいたします。 

 

○ 学校教育課（尾堂課長） 

   市長が提案する協議事項としまして、令和６年度実施予定の総合計画（総合 

  戦略）及び主要（投資的）事業について、説明いたします。 

   別紙資料をご覧願います。 

   市長が提案する協議事項としまして、令和６年度実施予定の総合計画(総合 

  戦略)及び主要(投資的)事業について、ご説明いたします。別紙資料１をご覧 

  願います。 

   はじめに、総合計画(総合戦略)関連についてです。 

   ①人材育成・定住促進奨学金制度についてです。事業の概要及び事業の進捗 

  状況につきましては資料に記載のとおりであり、償還開始者に占める免除者の 

  割合は、増加傾向にあります。令和６年度につきましては、令和５年度と同様に  
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  実施する予定であります。 

   ②高等学校等通学費等支援事業についてです。 

   事業の概要及び事業の進捗状況につきましては資料に記載のとおりであり、 

  本年４月より月額７千円を１万円に増額したところですが、令和５年度の支援の 

  状況は、四半期の二期目分まで支給を終えており、本年 12 月支給人数は１４９ 

  人となっております。令和６年度につきましては、令和５年度と同様に実施する 

  予定であります。 

   ③公設塾の開設についてです。 

   事業の概要及び事業の進捗状況につきましては資料に記載のとおりであり、 

  令和５年度の中学生の公設学習塾登録生徒数は３３人となっております。令和 

  ６年度につきましては、令和５年度と同様に実施する予定であります。 

   ④学校ＩＣＴ環境整備事業についてです。 

  事業の概要及び事業の進捗状況につきましては資料に記載のとおりであり、 

 児童生徒１人１台端末の利用が４年目を迎え、授業での日常的な活用、教師用 

 ｉＰａｄの配備、休業期間中及び出席停止児童の家庭への持ち帰りによる 

 オンライン学習など進めております。令和６年度につきましては、ＡI 型ドリル 

 教材使用料として２，８９１千円、フィルタリングソフト使用料として６５６ 

 千円を予算計上する予定であります。  

   次に、主要(投資的)事業についてです。 

  今年度は、社会教育関係分になります。 

   ①図書館維持補修事業についてです。 

   事業の概要につきましては資料に記載のとおりであります。 

  令和６年度につきましては、暖房施設更新に係る工事費を予算計上する予定で 

 あります。 

   ②総合体育館維持補修事業についてです。 

   事業の概要につきましては資料に記載のとおりであります。 

  令和６年度につきましては、屋上防水及び外壁補修他工事費を予算計上する 

 予定であります。 

   ③ふれあいホール維持補修事業についてです。 

   事業の概要につきましては資料に記載のとおりであります。 

  令和６年度につきましては、外壁改修他工事費を予算計上する予定であります。 

   なお、今回の提案事業全体についてですが、今後の予算協議等において事業費 

  などが変更になる可能性がありますのでご了承願います。 
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  以上で、令和６年度実施予定の総合計画(総合戦略)及び主要(投資的)事業につい

ての説明を終わりますので、よろしくご協議をお願いいたします。 

 

  ○ 市長 

   ただいま令和６年度の実施予定の総合計画（総合戦略）及び主要（投資的） 

  事業について説明申し上げましたけれども、これにつきまして協議いただければ

と思います。 

ご質問、ご意見等ございますでしょうか。 

 

○ 坪谷委員 

高等学校の通学費を７，０００円から１０，０００円にしていただき大変 

助かっている。継続をお願いします。 

 

〇 坪谷委員 

高等学校通学費を全額市で負担することは無理と理解しているが、もう少し 

負担額を上げていただくことはできるか。教育委員会でも相談してみる。 

 

〇 山本委員 

学校ＩＣＴ環境整備事業について、学校に見にいったが、有効活用されている

と思う。 

 

〇 坪谷委員 

ｉＰａｄとルーターの貸出は良い取組と思う。 

 

〇 山本委員 

  星座がかざした方向で見れる。感動しました。 

 

○ 市長 

   ありがとうございました。 

   ほかに、何かご意見等はございませんか。 

もし無いようであれば、いただきましたご意見を踏まえて、令和６年度の事業

に取り組んでまいりたいと思いますが、よろしいですか。 

（委員さんの頷いた感じを確認し） 

はい、それでは、説明のとおり進めさせていただきたいと思います。 

 

⑵ 令和６年度教育行政施策について（新規・拡充） 

  次に、議題の２点目、令和６年度教育行政施策について（新規・拡充）、で 
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 ございます。 

  教育長から、説明をお願いいたします。 

 

○ 教育長 

    協議事項としまして、令和６年度教育行政施策について（新規・拡充）、説明 

   いたします。 

   別紙資料をご覧願います。 

   教育委員会が提案する協議事項としまして、別紙資料２「令和６年度教育行政 

  施策について（新規・拡充）」に記載の１項目を予定しております。「学びの充実・  

  保障」に係る「学級減等に対応する教諭・支援員等会計年度任用職員を雇用する  

  費用」についてです。予算は総務課所管の職員給与費になります。赤平小学校の 

  新６年生（現５年生）については現在２学級ですが、今後、普通学級から特別 

  支援学級への在籍変更や保護者の転勤により、令和６年４月から１学級になると 

  見込まれておりますので、学習・生徒指導面を考慮し市費による教諭の配置に 

  より、原則２学級で運営していきたいと現時点において考えております。 

  また、例年お願いしているところですが、特別支援学級児童、普通学級在籍で 

 支援が必要な児童も増加しており、また、教師が学習面以外での児童生徒指導に 

 要する時間も増加しております。 

よって、市費教諭・支援員等の人数を確保する必要がありますので、ご協議を

お願いしたい。 

 

 ○ 市長 

   ただいま令和６年度の教育行政施策について（新規・拡充），教育長より説明  

  申し上げましたけれども、これにつきまして協議いただければと思います。 

  ご質問、ご意見等ございますでしょうか。 

 

 ○ 山本委員 

３５名くらいになる様だが、１クラスか２クラスなのかのメリット、 

デメリットがあると思う。２クラスになれば先生１増が必要だと思う。 

 

〇 髙澤委員 

令和６年の新６年生に限ったことか。先生の力量はあると思うが、今後の人事

異動等もあり、その中で協議される。特別学級は増えるという話もある。 

 

〇 瓜委員 

１学級、２学級のメリット、デメリットをきちんと整理してほしい。現在の 

２学級を維持していきたい。 
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 ○ 市長 

    ありがとうございました。 

    ほかに、何かご意見等はございませんか。 

 もし無いようであれば、いただきましたご意見を踏まえて、令和６年度の 

事業に取り組んでまいりたいと思いますが、よろしいですか。 

（委員さんの頷いた感じを確認し） 

はい、それでは、説明のとおり進めさせていただきたいと思います。 

 

⑶ その他 

○ 市長 

 次に、（３）のその他についてでございますが、本日、協議いただいた以外の 

ことで、何かご意見等はございませんか。 

 もし無いようであれば、以上で議題の協議を終了したいと思います。 

ありがとうございました。 

 

３ 諸連絡・閉会 

○ 総務課長 

 議事進行ありがとうございました。 

    次第の３ 諸連絡・閉会でありますが、次回の会議の開催につきまして、 

   ご連絡いたします。 

 児童、生徒等の生命又は身体に現に被害が生じるなど、緊急の場合には必要 

に応じて会議を招集させていただきますが、通常の場合でありますと新年度に 

入ってからの開催を予定しております。 

 その場合は、改めてご案内をさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

    以上をもちまして、令和５年度第１回赤平市総合教育会議を閉会と 

   いたします。本日は、ご協議ありがとうございました。 


